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１．はじめに
　筆者自身が音楽活動をしていく上で、いつも原点
に帰れるのは、高齢者施設で得た、松江プラバ少年
少女合唱隊の幼児・児童たちとの慰問演奏時での体
験にある。音楽を通じて、そこには当たり前のよう
に笑い、悲しみ、懐かしさ、涙といった様々な感情
表現が素直に溢れ出る。幼児・児童たちの歌声にの
せたメッセージは、自然と高齢者を笑顔にする。そ
れは「幼児・児童たちが昔の歌を歌うこと」で、高
齢者との間に生まれる感動を双方が共有するからで
あろうか。そして発表を通じ、高齢者の素直な感情
表現が幼児・児童たちにも直接伝わり、自ずと心の
込もった音楽を表現することにも繋がっていく。そ
して日常の活動では得られない、貴重な感動体験を
双方が味わうことになる。筆者自身もピアノ伴奏を
しながら、音楽の持つ力、それを身体中で表現する
幼児・児童たちの力（歌声）を、改めて認識する瞬
間なのである。
　三年次開講科目「音楽Ⅲ」は、一年次開講科目「音
楽基礎Ⅰ（ピアノ）」および二年次開講科目「音楽
基礎Ⅱ（ピアノ）」で得た「知識・態度・技能を統
合して学びを深化し」（本学保育学科シラバス）、こ
こではさらにそれを深めたいと考える。学生自身の
二年間の学びを基盤に、初等教育における音楽技能
と表現について、その展望を述べたい。四年制教育
課程においては、学生自身の音楽技能をより強化し、
また楽曲を分析することで、より豊かに音楽を表現
することが出来るよう指導したい。そして発表会を
通して、学生自らが音楽会の計画および運営につい
ても学んでいく体制をとる。まず保育士・幼稚園教
諭（以下保育者）、小学校教諭（以下教諭）を志す
学生自身に、練習を含むたくさんの音楽活動、経験
を積んでもらうことが必要不可欠と考える。
２．グループレッスンと授業の概要
１）グループレッスン
　本学保育学科、２年間の養成課程では、グループ
レッスンを実践してきた。約50名の学生を同程度レ
ベルの４～５名のグループに分け、前期15回、後期
15回という回数で筆者を含む３名の講師ら（注１）も
５回ずつ担当を変えることで、全学生を指導するこ
とが出来た。学生もそれぞれの講師から多種多様な
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指導法で学ぶことが出来、双方にメリットだったと
いえる。一人ひとりのレッスン時間は10分程度と決
して長いわけではないが、互いの演奏を聴き合うこ
とで切磋琢磨し合い、それが学生自身の練習意欲を
高め、モチベーションへと繋げていけるのだと感じ
る。引き続き「音楽Ⅲ」においてもグループレッス
ンを実践していく。ただし、「音楽基礎Ⅰ（ピアノ）」
「音楽基礎Ⅱ（ピアノ）」とは違い、半期15回ずつ同
じ講師が担当することとなる。
２）授業の概要
　「音楽Ⅲ」では「ピアノ演奏」「歌唱」「器楽合奏」
の３つの形態に分かれ、学生自身が1つを選択する。
筆者を含む３名の講師（注２）が、それぞれを担当す
ることとなる。学生も各グループに分かれ、保育の
実際に即応することのできる音楽技能および音楽表
現を学んでいく。そして発表会を通して音楽会の計
画および運営についても学ぶ。実際に発表会で演奏
することは、幼児・児童たち自身が感じる緊張感を
体験することにもなり、そのことは指導する上でと
ても重要なことである。その体験が音楽技能および
音楽表現のみならず、幼児・児童たちへの励ましや
適切な声かけへと繋がり、「保育者のあるべき姿や
心構えなどを理解し、それらの職業を目指す学生と
しての態度やマナーを身につける」（本学保育学科
シラバス）ことへも発展していく。
　「豊かな感性は、自然などの身近な環境と十分に
かかわる中で美しいもの、優れたもの、心を動かす
出来事などに出会い、そこから得た感動を他の幼児
や教師と共有し、様々に表現することなどを通して
養われるようにすること」（幼稚園教育要領）。保育
者・教諭には、幼児・児童たちとの音楽活動を含む
生活のかかわりの中で生まれた感動を共有できるよ
う、感じたことや考えたことを様々に表現する中で、
子ども達の豊かな感性を育んでいってほしい。
３．「音楽Ⅲ」における授業内容
　本学保育学科、２年間の養成課程において、筆者
ら（注１）は計量器を用いた打鍵感覚の指導法を実践
している。ピアノ演奏における多様な打鍵感覚を得
させる方法として、第１指から第５指まで１本ずつ
順番に計量器に置く。具体例としては、500グラム
の重量を針がぶれないよう持続しながら指を置き換
えていく。そうすることで、学生らはレガート奏法
を体得出来ることも学んだ。そして、300グラムの力、
1000グラムの力等で、具体的に数字を指示し、実際
に重量を変えていくことで、フォルテやピアノと
いった強弱を表現出来るようになるなど、大変役に
立っている方法である。「音楽Ⅲ（演習）」において
も、打鍵の速度、深度、重量について、物理的また
視覚的にも再確認する必要があると考える。引き続
きこの計量器を用いた指導法を実践していきたい。
筆者は「ピアノ演奏」を担当するにあたり、その具
体的な内容を提示する。
１）「ピアノ演奏」における共通課題
（１）ハ長調、イ短調の音階
　「ピアノ演奏」を選択した全学生に、２～４オク
ターブのハ長調、イ短調の音階（和声的短音階、旋
律的短音階、カデンツ含む）を実践させる。教材は「全
訳ハノンピアノ教本」第39番より抜粋とする。これ
は文部科学省「小学校学習指導要領」第６節音楽の
中で、第３学年及び第４学年では、ハ長調の楽譜を
見たりしての活動が求められ、また第５学年及び第
６学年では、それに加えイ短調の楽譜を見たりして
の活動が求められているからである。保育者・教諭
になるための幅広い知識を得る上で、音楽の最も基
礎となる「音階を学ぶこと」は必要であると考える。
また高進度の学生については、フラット１つのヘ長
調、ニ短調、シャープ1つのト長調、ホ短調の音階
にも取り組ませたいと考える。
（２）コード奏法
　２年間の養成課程の中で、学生は主要三和音（Ⅰ，
Ⅳ，Ⅴ）によるコード奏法を学んだ。ハ長調、ヘ長調、
ト長調、ニ長調の童謡、唱歌、手遊び歌などのメロ
ディーにⅠ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅴ7の和音付けをしながら演
奏し、弾き歌いにも取り組んできた。「音楽Ⅲ（演習）」
においても、引き続き学生らがコード奏法に柔軟に
対応できるよう、適宜プリントを配布しながら実践
していく。
（３）音符，休符，記号や音楽にかかわる用語
　『「音符，休符，記号や音楽にかかわる用語」につ
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いては、児童の学習状況を考慮して、次に示すもの
を取り扱うこと』（文部科学省「小学校学習指導要領」
第6節音楽）。各学年に関して、図1を参照し、学生
各自が取り組む楽曲の中で、「音符，休符，記号や
音楽にかかわる用語」を確認していくこととする。
図１　「音符，休符，記号や音楽にかかわる用語」　　
文部科学省（2015）「小学校学習指導要領」第6節音楽
　
２）「ピアノ演奏」における選択課題
　ピアノ演奏を選択した学生は、さらに「ピアノ独
奏」「ピアノ連弾（１台４手）」「歌唱伴奏」の中か
ら１つのグループに所属し、楽曲を選曲し、分析し
ていく。何調であるか、転調の有無、形式、アーティ
キュレーション、強弱、リズムなど、あらゆる視点
からその楽曲をどう表現すべきであるのか、その裏
付けを持つことは、学生に限らず演奏する上で確固
たる信念を持つこととなる。それが自信へと繋がり、
堂々と人前で演奏出来る力を養えることになると考
える。
（１）ピアノ独奏
　学生各自のレベルに応じたクラシック、ジャズ、
ポピュラーミュージック等の作品から選曲、分析し、
音楽的に豊かに演奏する。
（２）ピアノ連弾（１台４手）
　ある程度同レベルの学生同士でペアを組む。その
レベルに応じたクラシック、ジャズ、ポピュラー
ミュージック等の作品から選曲、分析し、音楽的に
豊かに演奏する。独奏とは違い、「相手がいる」と
いうことは、強弱や曲想、アーティキュレーション
など、音楽をどう表現し演奏していくのかを擦り合
わせていく作業が生じる。4本の手で一つの音楽を
完成させるという、独奏時よりもより客観的な「聴
く力」「創造する力」が必要とされる。
（３）歌唱伴奏
　文部科学省「小学校学習指導要領」第６節音楽に
指定されている、第１学年から第６学年までの、各
学年４曲ずつ、計24曲の共通教材のピアノ伴奏を演
奏することとする。学生は曲が完成した頃、歌唱伴
奏グループの他者に歌ってもらい、実際に演奏して
みる。同時に他者の歌声を「聴きながら弾く」こと
を養うこともねらいである。保育者・教諭はクラス
合唱のみならず、時には独唱、重唱の伴奏を行うこ
ともあるであろう。幼児・児童たちの声量を生かし
た音量調節が必要であり、無論かき消すようなこと
があってはならない。そして、幼児・児童たちが歌
いやすく、呼吸のしやすいテンポ設定や音色でピア
ノ伴奏をしてほしいと考える。また経験の浅い、な
かなか声を出せない幼児・児童たちにおいては、メ
ロディーラインを右手でなぞりながら、伴奏し支え
ていってほしいと考える。
　全24曲を修了した学生においては、各自が選曲し
た任意の声楽曲（独唱、重唱、合唱曲を含む）のピ
アノ伴奏を課題として取り組むこととする。
以下、授業で使用する共通教材
〔第１学年〕
　「うみ」文部省唱歌　林柳波作詞　井上武士作曲
　「かたつむり」文部省唱歌
　「日のまる」文部省唱歌　高野辰之作詞　岡野貞
一作曲
　「ひらいたひらいた」わらべうた
〔第２学年〕
　「かくれんぼ」文部省唱歌　林柳波作詞　下総皖
一作曲
　「春がきた」文部省唱歌　高野辰之作詞　岡野貞
一作曲
　「虫のこえ」文部省唱歌
　「夕やけこやけ」中村雨紅作詞　草川信作曲
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〔第３学年〕
　「うさぎ」日本古謡
　「茶つみ」文部省唱歌
　「春の小川」文部省唱歌　高野辰之作詞　岡野貞
一作曲
　「ふじ山」文部省唱歌　巌谷小波作詞 　（作曲者
不詳）
〔第４学年〕
　「さくらさくら」日本古謡
　「とんび」葛原しげる作詞　梁田貞作曲
　「まきばの朝」文部省唱歌　船橋栄吉作曲
　「もみじ」文部省唱歌　高野辰之作詞　岡野貞一
作曲
〔第５学年〕
　「こいのぼり」文部省唱歌
　「子もり歌」日本古謡
　「スキーの歌」文部省唱歌　林柳波作詞　橋本国
彦作曲
　「冬げしき」文部省唱歌
〔第６学年〕
　「越天楽今様」日本古謡　慈鎮和尚作歌
　「おぼろ月夜」文部省唱歌　高野辰之作詞　岡野
貞一作曲
　「ふるさと」文部省唱歌　高野辰之作詞　岡野貞
一作曲
　「われは海の子」文部省唱歌
　以上、計24曲。（文部科学省「小学校学習指導要領」
第６節音楽）
４．小学校歌唱教材について
　「歌唱教材については、共通教材のほか、長い間
親しまれてきた唱歌、それぞれの地方に伝承されて
いるわらべうたや民謡など日本のうたを含めて取り
上げるようにすること」（文部科学省「小学校学習
指導要領」第6節音楽）。冒頭で述べたように、筆
者は松江プラバ少年少女合唱隊のピアニスト兼指導
者として加わり、26年の歳月が経つ。当合唱隊の年
齢層は、３歳から卒隊生（30歳台の大人）まで計約
70名と幅広い。幼児・児童たちを含む合唱隊は、日
本の昔の歌を歌い継ぐ活動も行っている。童謡「仲
良し小道」（三苫やすし作詞、河村光陽作曲、昭和
14年）、戦後を代表するラジオ歌謡「りんごの唄」（サ
トウハチロー作詞、万城目正作曲、昭和20年）、映
画「青い山脈」（西條八十作詞、服部良一作曲、昭
和24年）など、子どもたちは好きな曲として挙手を
する。冒頭で述べたように、「幼児・児童たちが昔
の歌を歌うこと」は、高齢者など異年齢の方との交
流に繋がり、またそこで生まれる感動を双方が共有
し、その喜びを共感するからこそ大切なのではない
だろうか。ほんの一端ではあるが、子どもたちの豊
かな感性を育む大切な場面に遭遇できたことを、筆
者は誇りに思う。
　保育園、幼稚園、小学校のカリキュラムの限られ
た時間の中では難しいのかもしれないが、保育者・
教諭になる学生には、日本の昔の歌を少しでも知り、
歌い継ぎ、次の世代へと残していってほしいと筆者
は願う。
５．おわりに
　「音楽基礎Ⅰ（ピアノ）」「音楽基礎Ⅱ（ピアノ）」
において、学生は音楽の基盤を学び、「音楽Ⅲ」に
おいてはそれを更に強化し発展させていくことにな
る。学生には大学の授業という限られた時間ではあ
るが、音楽技能や音楽表現、幅広い知識や学びを習
得した上で、保育園、幼稚園、小学校それぞれの音
楽活動において、幼児・児童たちと向き合ってほし
い。そしてその子どもたちとの活動から生まれた感
動を共有できることは、幼児・児童たちのみならず、
保育者・教諭にとってもこの上ない喜びであるに違
いない。
　筆者が本学保育学科の非常勤講師として勤務し、
４年が経つ。その間、のべ400名近くの学生にピア
ノを指導してきた。その4年間の経験を踏まえた上
で、四年制教育課程においては、音楽技能のみなら
ず、その曲の背景を知り、学生がまず豊かな感性、
創造力を併せ持った音楽を表現出来るよう、引き続
き指導したい。
　大学での学びに加え、保育園、幼稚園、小学校と
いう社会に出てからのたくさんの経験が、さらにそ
の学びを深めていくに違いない。そしてそこは、幼
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児・児童たちが安心して過ごせ、笑顔で音楽活動で
きる場であってほしい。
　学生には素晴らしい資質を兼ね備えた、豊かな経
験を積んだ保育者・教諭を目指し、四年制教育課程
において取り組んでほしいと願う。
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注２）加藤香織　梶間奈保　渡邉寛智
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